
夜空を彩った納涼花火
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かんぴょう剥き体験、うまく剥けるかな…

上三川高校音楽部による演奏 うまく回れるかな　かんぴょうドリブル競争

一番早いのは…かんぴょう太巻き早食い競争

様々な衣装で暑さも忘れて踊りました

夏の暑さを吹き飛ばせ
第12回夕顔サマーフェスティバル
7月28日（土）、上三川通りで『第12回夕顔

サマーフェスティバル in かみのかわ』が開催さ
れました。
開会式では上三川高校音楽部の演奏が披露さ

れ、かんぴょうの太巻き寿司早食い競争には、
多くの人が集まり、大変盛り上がりました。
「よさこい踊り」では、大きな声を出しあい

ながら踊る子どもたちの姿が見られ、そして最
後には夏の夜空を彩る花火が打ち上げられまし
た。



マスに逃げられないように

マス捕ったぞ！
鬼怒川クリーン作業とマスのつかみどり大会
7月21日（土）、桃畑緑地公園東側河川敷特設会場

で、鬼怒川クリーン作業とマスのつかみどり大会が
行われました。
雨の降る天候の中多くの参加者が集まり、前半は

鬼怒川河川敷のゴミを収集。その後のマスのつかみ
どり大会では、マスが放流されると、子どもたちは、
素早く逃げるマスを、歓声をあげながら懸命に追い
かけていました。

赤ちゃんを抱っこする参加者

相手を思いやる心、命の大切さを学ぼう
サマースクール開校
7月27日（金）、社会福祉協議会主催のサマースク

ールが開校されました。
中学生と高校生65名が参加し、自分や相手を大切

に思うこと、将来を考えて自己決定し行動していけ
ることを目的とした保健学習を実施。また、赤ちゃ
んふれあい体験を行い、現在子育て奮闘中のお母さ
んたちから、育児に対する大変さや、喜び等を知ろ
うと学生たちは質問をしていました。

いちょう通りを歩く参加者たち

ウォーキングで心身スッキリ！
さわやか健康ウォーク
8月4日（土）、レクリエーション協会と町健康福

祉課によるさわやか健康ウォークが行われました。
集合した参加者は、役場で血圧を測定し、健康運

動指導士の安全なウォーキング指導のもと、ストレ
ッチングを行い役場を出発。城址公園から磯川遊歩
道を歩き、役場に戻ってきました。
参加者からは、「体を動かして気持ち良かった。」

との声が聞かれ、仲間と共にさわやかな汗を流すこ
とができました。

悪戦苦闘しながら調理を行う参加者

食生活を見直しませんか？
おやこの料理教室
7月31日（火）、本郷北小学校で上三川町食生活改

善推進員が講師となり、おやこの料理教室が開催さ
れました。
『楽しく作って、楽しく食べる』をテーマに、食

べ物の基本的なミニ講話と調理実習が行われました。
講話の後の調理実習では、普段使い慣れない包丁で、
悪戦苦闘。講師の指示に従いながら調理を行い、自
分たちで調理した食事を食べると、「自分で作った食
事はとてもおいしい。」と元気な声が帰ってきました。
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堤防の除草作業を行う組合員たち

みんなの河川を清掃
上三川町建設事業協同組合が河川愛護活動
8月7日（火）、上三川町建設事業協同組合員が、

「愛リバーとちぎ」活動事業として、田川（石田公園
脇・ふれあい公園脇）の2か所の草刈・ごみ拾い作
業を実施しました。
「愛リバーとちぎ」活動事業とは、身近な自然で

ある河川と地域との関わりを見つめ直し、河川愛護
精神に基づきボランティア事業として除草作業等を
行い、安全で快適な河川環境の維持向上を図るため、
実施されているものです。

大作壁画『冥地』の前で

明治中学校創立60周年を記念して
町民ホールで美術部展
8月10日（金）から3日間、役場町民ホールで美術
部展を開催しました。
明治中学校は今年で創立60周年。生徒たちの作品

披露の場を設けるために、企画し実現しました。部
員27人による共同制作の大作壁画『冥地』など、約
50点の作品が出品され、部長の三浦絢子さんは、
「一人ひとりの思いを込めて作った作品を、多くの人
に見てもらえる展示会ができて良かったです。」と、
話していました。

地引網でとらえた魚をもつ子どもたち

海の自然を満喫
スポーツ少年団野外研修
8月11日（土）と12日（日）の2日間、スポーツ

少年団の交流を図るため、とちぎ海浜自然の家で、
町スポーツ少年団野外研修が行われました。砂浜で
は、ビーチバレーやビーチサッカーまた、ビーチフ
ラッグなどの砂浜でできるスポーツなどで汗を流し
ました。
特に好評だった地引き網では、参加した小学生や

同伴した大人たちも童心に帰って、地引き網で捕ら
えた魚を、夢中に拾っていました。

公用車に取り付けられたアルコールインターロックシステム

アルコールインターロックシステム
公用車2台にモニター設置
町の公用車2台にアルコールインターロックシス

テム（飲酒運転防止装置）をモニター設置いたしま
した。
これは、日産自動車㈱が開発中の装置で、運転手

の呼気中のアルコールを検知すると、エンジンの始
動ができなくなるものです。飲酒運転の根絶を目指
し、モニタリングの結果を今後の研究開発に活かせ
るように協力していきます。

17 広報かみのかわ　19.9.1


